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　今年も釜谷浜で「サンドクラフト2017inみたね」が開催されました！ 
　三種町サンドクラフト実行委員会（三浦基英会長）主催により、７月29～30日の
２日間で約３万７千人が訪れ、にぎわいを見せました。

白雪姫　余
ユイ

明
ミン

（中国）　 西遊記　陳
チェン

怡
イーチン

靜（台湾）

桃太郎　黒潮町砂像連盟（高知県）

竹取物語　松木由子（高知県）

メーン砂像
World fairy tale「世界のおとぎ話」

彫刻家
保坂俊彦さん

砂
像
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

保
坂
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た

21
回
目
と
な
る
今
年
は
、
彫

刻
家
の
保
坂
俊
彦
さ
ん
（
東
京

都
）
が
砂
像
の
テ
ー
マ
や
、
レ

イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
全
面
的
に
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
世
界
の
お
と

ぎ
話
を
テ
ー
マ
と
し
た
砂
像
が

制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
に
ひ
と
き
わ
高
く
そ
び

え
る
メ
ー
ン
砂
像
を
保
坂
さ

ん
が
制
作
、
そ
の
周
り
に
鎮
座

す
る
大
型
の
特
別
砂
像
は
プ
ロ

作
家
の
松
木
由
子
さ
ん
（
高
知

県
）、
王ワ

ン
ソ
ン
グ
ヮ
ン

松
冠
さ
ん
（
台
湾
）、

陳チ
ェ
ン
イ
ー
チ
ン

怡
靜
さ
ん
（
台
湾
）、
余ユ

イ

明ミ
ン

さ
ん
（
中
国
）
と
黒
潮
町
砂
像

連
盟
の
皆
さ
ん
（
高
知
県
）
が
、

さ
ら
に
中
型
砂
像
は
町
内
外
の

個
人
・
団
体
が
一
致
団
結
し
て

制
作
し
、
お
と
ぎ
の
国
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。

　

初
日
の
29
日
は
、
王
さ
ん
に

よ
る
公
開
砂
像
づ
く
り
、
流
し

じ
ゅ
ん
さ
い
と
梅
そ
う
め
ん
流

し
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
体
験
や
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
体
験
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

特 別 砂 像

シンデレラ　保坂俊彦（東京都）

赤ずきん　王
ワンソングヮン

松冠（台湾）

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
誰
も
が
知
っ
て

い
て
、
色
い
ろ
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
楽

し
め
る「
世
界
の
お
と
ぎ
話
」を
テ
ー

マ
に
し
ま
し
た
。

　

お
と
ぎ
話
の
親
し
み
や
す
い
内
容

の
中
に
、
華
や
か
さ
と
、
別
世
界
観

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
ま

た
、
砂
像
を
制
作
す
る
作
家
の
国

な
ど
も
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し

た
。

　

会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
も
、

砂
像
の
間
を
歩
け
る
よ
う

に
し
、
立
体
的
な
空
間
の

演
出
を
考
え
ま
し
た
。

　

砂
像
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
素
晴
ら
し
い
も
の
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
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７
回
目
と
な
る
砂
像
甲
子

園
は
、
宮
城
県
と
秋
田
県
内

の
６
校
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
７
月
26
日
か

ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
地

元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め

な
が
ら
砂
像
制
作
を
行
い
、

最
終
の
29
日
は
多
く
の
観
客

が
見
守
る
中
、
制
限
時
間
ま

で
一
心
不
乱
に
取
り
組
み
、

各
校
と
も
見
事
な
作
品
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
能
代
松
陽

高
校
が
初
優
勝
。
同
校
の
皆

さ
ん
は
２
回
目
の
挑
戦
で
、

初
参
戦
の
昨
年
に
準
優
勝
し

今
年
こ
そ
は
優
勝
と
一
致
団

結
し
て
の
ぞ
み
、
見
事
真
紅

の
優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し

た
。

　

普
段
か
ら
仲
の
良
い
４
人

で
、
念
願
か
な
っ
て
本
当
に

嬉
し
い
と
元
気
に
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

宮城県蔵王高等学校 宮城県伊具高等学校 能代松陽高等学校

宮城県工業高等学校 明桜高等学校 能代高等学校

砂
像
甲
子
園

小型砂像　制作コンテスト
　小型砂像制作コンテストには、子ども
の部に10チーム、一般の部に16チーム
が参加して力作を展示し、イベン
トを盛り上げました。

アリとキリギリス　チーム美幸苑

人魚姫　堀田光彦（東京都）おやゆび姫　チーム長信田

３匹の子豚　三種町職労青年部うさぎとかめ　ＦＰの家快適青年隊

中 型 砂 像

◆
一
般
の
部

優
秀
賞

優
秀
賞

佳　

作

佳　

作

カ
ー
ビ
ィ
ー

浜
口
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

（
浜
口
小
学
校
）

夢　チ
ー
ム
長
信
田
（
森
岳
）

ツ
ム
ツ
ム

合
川
小
学
校（
北
秋
田
市
）

エ
ン
ド
レ
ス
・
サ
マ
ー

ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ（
大
館
市
）

西
遊
記　

〜
な
り
た
い
自
分
へ
〜

能
代
支
援
学
校
最
高
の
仲
間
た
ち（
能
代
市
）

八
竜
太
郎
と
メ
ロ
ン
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　

メ
ロ
ン
で
乾
杯
（
能
代
市
）

◆
子
ど
も
の
部

プロ作家の皆さん

栄
冠
は
君
に
輝
く

◆
優　

勝

　

能
代
松
陽
高
等
学
校

◆
準
優
勝

　

宮
城
県
蔵
王
高
等
学
校　

◆
第
３
位

　

能
代
高
等
学
校　

細かいところの表現が
難しかったですが、みんなで頑張って

思い通りにできました。

砂像テーマの物語を
親子３人で考えて楽しみながら

できました。

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

砂
像
甲
子
園
結
果

能代松陽高等学校優勝

広報 みたね
mitane town
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サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
初
日
の
夜
の
部

は
、「
サ
ン
ド
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
」。
夕
暮
れ
に
な
っ
て
、

司
会
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
砂
像
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想
的
な
世

界
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。そ
し
て
、

恒
例
と
な
っ
た
長
信
田
太
鼓
で
幕
開

け
で
す
。
夕
日
を
背
に
し
た
若
者
た

ち
の
、
一
糸
乱
れ
ぬ
バ
チ
さ
ば
き
か

ら
繰
り
出
さ
れ
る
迫
力
の
演
奏
で
会

場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
大
館
市
在
住
の
ダ
ッ
ク
ス

ム
ー
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
、
そ
し
て
地

元
の
英
心
＆
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｉ
ｅ
ｓ
が
出
演
す

る
と
、
会
場
か
ら
は
多
く
の
歓
声
が

上
が
り
、
ス
テ
ー
ジ
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
最
後
を
飾
っ
た
花
火

シ
ョ
ー
で
は
、
打
ち
あ
が
っ
た

５
５
０
０
発
の
花
火
が
真
夏
の
夜
空

と
砂
像
を
美
し
く
彩
り
ま
し
た
。

砂・音・光のファンタジー

ONE Night carnival
ONE Night carnival

長信田太鼓

ダックスムーン

英心＆The Meditationalies
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サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
会
場
で
今
年
も
繰
り

広
げ
ら
れ
た
熱
き
戦
い
。
恒
例
と
な
っ
た

「
ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引
選
手
権
大
会
」
が
行

わ
れ
、
県
内
の
強
豪
８
チ
ー
ム
が
対
戦
し

ま
し
た
。

　

参
加
最
年
少
チ
ー
ム
は
、
町
内
の
男
子

高
校
生
に
よ
る
ヤ
ン
グ
ポ
ッ
キ
ー
ズ
で

す
。
惜
し
く
も
入

賞
は
逃
し
ま
し

た
が
、
並
み
居

る
強
豪
相
手
に

善
戦
し
た
彼
ら

の
戦
い
に
、
大

き
な
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

水
着
コ
ン
テ
ス
ト
の
後
は
浜
口
保
育
園

児
に
よ
る
「
メ
ロ
ン
サ
ン
バ
」
が
元
気
よ

く
披
露
さ
れ
、
迎
え
た
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は

三
浦
実
行
委
員
長
の
音
頭
に
よ
り
メ
ロ
ン

で
乾
杯
し
、
み
た
ね
ー
し
ょ
ん
の
皆
さ
ん

が
作
詞
作
曲
し
た
「
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
の

歌
」
を
大
合
唱
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
今
年
の
サ
ン
ド
ク

ラ
フ
ト
は
、
迫
力
あ
る
砂
像
や
た
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
２
日
間
で

３
万
７
０
０
０
人
が
釜
谷
浜
を
訪
れ
、
大

成
功
で
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
、
最
終
日
の
目
玉
は
水
着
コ

ン
テ
ス
ト
。
県
内
外
か
ら
男
女
11
人
、
10

組
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
の
橋
本
五
郎
さ
ん
を
は
じ

め
三
浦
町
長
、
金
子
議
長
ほ
か
17
人
が
審

査
員
と
し
て
見
守
る
中
、
出
場
者
は
、
砂

像
を
バ
ッ
ク
に
特
産
の
メ
ロ
ン
を
持
ち
な

が
ら
、
得
意
の
ポ
ー
ズ
を
決
め
た
り
、
自

慢
の
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
ア
ピ
ー
ル
合
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

優　勝　石井　玲那さん（秋田市）
準優勝　遠藤　香織さん（秋田市）
第３位　川村ふゆみさん（八峰町）
審査員特別賞　グエン・ティ・スアンさん
　　　　　　グエン・ティ・フォンさん（ペア出場・三種町）

地元の若者達もそれぞれ個性的な取り組みでイベントを盛り上げました。

司会やサンドクラフトの歌を披露して会場をわかせた「みたねーしょん」
手づくりのスケードボードランプでスケボーの魅力を伝えてくれた「LINK SKATE BOARD」
ジェットスキーとバナナボートでマリンスポーツの醍醐味を教えてくれた「遊屋」
三種町の夏の楽しさを、何倍にもして伝えてくれました。

三
種
の
楽
し
さ

　
　
　

伝
え
ま
す
‼

来年の夏も  釜谷浜で会いましょう！

優　

勝　

田
代
赤
組 （
大
館
市
）

準
優
勝　

ふ
る
さ
と
青
組
（
大
館
市
）

第
三
位　

北　
　

國
（
三
種
町
）

　
　
　
　

前
田
綱
引
愛
好
会
（
横
手
市
）

水
着
コ
ン
テ
ス
ト

メ
ロ
ン
サ
ン
バ
・
フ
ィ
ナ
ー
レ

第
10
回　

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
杯

ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引
選
手
権
大
会

水着コンテスト結果

綱
引
選
手
権
大
会
結
果

みたねーしょん 「LINK SKATE BOARD」 遊　屋

広報 みたね
mitane town
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８
月
20
日
、
惣
三
郎
沼
公
園
で
、「
森

岳
温
泉
夏
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
三
種
町
山
本
地
域

活
性
化
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
（
石
井
雄

大
会
長
）
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
今
年
で

63
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

11
時
の
屋
台
村
オ
ー
プ
ン
で
ま
つ
り
が

は
じ
ま
り
、
井
関
裕
貴
さ
ん
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）
に
よ
る
軽
快
な
司
会
で
イ

ベ
ン
ト
は
進
行
し
ま
し
た
。

　

似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
や
、名
物「
流
し
じ
ゅ

ん
さ
い
」は
家
族
づ
れ
で
賑
わ
い
を
見
せ
、

順
番
待
ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の

人
気
で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
前
で
は
山
本
地
域
の
保
育
園

児
、
じ
ゅ
ん
さ
い
音
頭
推
進
協
議
会
の
皆

さ
ん
と
、
今
年
初
め
て
と
な
る
森
岳
歌

舞
伎
を
中
心
と
し
た
男
性
有
志
に
よ
る

「
じ
ゅ
ん
さ
い
音
頭
」。
手
づ
く
り
衣
装
を

身
に
ま
と
っ
た
、
よ
さ
こ
い
レ
デ
ィ
ー
ス

の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
が

披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

大盛況の流しじゅんさい

井関 裕貴さん（右）と
カッパ？（みたねーしょん  しまだこうさん）

とらまるさん　似顔絵早描き じゅんさい音頭

男性陣も初参加でじゅんさい音頭を盛り上げましたよさこい踊り

ゅんさいんさい

初めての
じゅんさ

い

　　おい
しい～♪

森
岳
温
泉

平成29年9月 6



　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
山
本
中
学
校

吹
奏
楽
部
と
長
信
田
太
鼓
の
演
奏

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
全
６

曲
を
演
奏
。
ア
ン
コ
ー
ル
曲
「
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
」
で
は
会
場
み
ん
な
で
手

ぶ
り
を
交
え
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

続
く
長
信
田
太
鼓
は
、「
革
命
」

な
ど
４
曲
を
熱
演
、
今
の
自
分
を

変
え
て
前
に
進
も
う
と
い
う
気
迫

と
、
地
域
に
元
気
と
感
動
を
伝
え

た
い
と
い
う
思
い
が
熱
く
伝
わ
る

演
奏
に
、
会
場
か
ら
は
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
部
は
、
つ
の
だ
☆
ひ
ろ
さ
ん
の

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
で
開
幕
し
ま
し
た
。

大
ヒ
ッ
ト
曲
「
メ
リ
ー
・
ジ
ェ
ー
ン
」

な
ど
全
９
曲
を
熱
唱
。
町
内
外
か
ら
詰

め
掛
け
た
観
客
で
会
場
は
満
員
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
花
火

シ
ョ
ー
。
天
高
く
舞
い
上
が
る
大
輪
の

花
が
森
岳
の
夜
空
を
鮮
や
か
に
染
め
、

歴
史
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

今
年
の
来
場
者
数
は
１
万
１
千
人
、

石
井
雄
大
会
長
は
、「
今
日
は
久
し
ぶ

り
の
真
夏
日
で
夏
の
最
後
を
飾
る
に
ふ

さ
わ
し
い
陽
気
と
な
り
、
祭
り
も
と
て

も
盛
況
で
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
実
行

委
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
、
事
故
も
な
く
無
事

閉
幕
を
む
か
え
る
こ
と
が
で
き
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し

て
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

賑
わ
い
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
力
強
く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

息のあった演奏　山本中学校吹奏楽部

迫力のバチさばき　長信田太鼓

屋台村もまつりのにぎわいを演出

大ヒット曲「メリー・ジェーン」はじめ素晴らしい
歌声に会場は魅了されました。

つのだ☆ひろさんに
「じゅんさいアイス黒
蜜がけ」を試食しても
らい大好評でした！

た
く
さ
ん
の
ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

緊張しました！でも、うまくＰＲできました。
つのださんはユーモラスな人で

とても楽しかったです！

つのだ☆ひろ さん

じゅんさいをＰＲ

大役を果たした実行委員の皆さん
左から 池内恒太郎さん、渡部慶哲さん、石井雄大さん

　

山
本
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
今
年
、
全

県
大
会
で
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！

　

９
月
24
日
に
、
山
本
ふ
る
さ
と
文
化

館
に
て
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

広報 みたね
mitane town
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交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日　
９
月
30
日

　

９
月
30
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
」
で
す
。

　

毎
年
、
多
く
の
人
が
交
通
事
故
に
よ
り

死
傷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
記
録
の
残
る

昭
和
43
年
以
降
、
毎
日
、
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
に
対

す
る
国
民
の
意
識
を
一
層
高
め
る
た
め
に

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

年
間
、
90
分
に
一
人
の
割
合
で
交
通
事

故
に
よ
る
死
者
が
出
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
１
０
０

人
に
一
人
が
交
通
事
故
の
第
一
当
事
者
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー

を
実
践
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
開
設

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
〜
30
日

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
特
設
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

い
じ
め
、
登
記
、
も
め
事
な
ど
の
問
題

や
困
り
ご
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●

日
程

　

９
月
６
日

　

八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

▼
相
談
時
間　

10
時
〜
15
時

●

人
権
擁
護
委
員　

八
竜
地
域

　

見
上　

雅
子　
　

成
田　

隆
道

　

工
藤　

富
直

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

町
民
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
５

■
運
動
の
基
本

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

■
運
動
の
重
点

⑴
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

⑵
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

⑶
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

⑷
飲
酒
運
転
の
根
絶

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間

　

高
齢
者
や
、
障
害
者
に
対
す
る
暴
行
・

虐
待
な
ど
の
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
専
用
相
談
電
話
に
て
人
権
擁

護
委
員
や
法
務
局
職
員
が
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

■
強
化
期
間　

９
月
４
日
〜
９
月
10
日

■
受
付
時
間

　

４
日
〜
８
日　

８
時
30
分
〜
19
時

　

９
日
、
10
日　

10
時
〜
17
時

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

⑸
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止
（
特

に
、
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先

の
徹
底
）

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

三
種
町
か
ら
交
通
事
故
や
飲
酒
運
転
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

ひとりで悩まず
私たちに、
ご相談ください。

　秋田地方法務局
能代支局では、平
日８時30分～17
時15分まで人権
相談を受け付けて
います。
　お気軽にご利用
ください。
☎54－4111

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
７月中 H29累計

酒酔い運転 ０件 ０件

酒気帯び件数 ０件 ０件

飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件

飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件

交通死亡事故件数 ０件 ０件

全県市町村順位（25市町村中）１位（先月１位）→

■交通安全鼓笛隊パレード
　秋の全国交通安全運動期間に合わせて、
町内各小学校で交通安全鼓笛隊パレードが
実施されます。
・森岳小学校　９月22日　10時から
・金岡小学校　９月22日　10時から
・琴丘小学校　９月25日　14時から
・浜口小学校　９月25日　14時から
・下岩川小学校　９月26日　10時から
・湖北小学校　９月28日　14時から
※雨天時は小学校体育館等で実施します。詳細
は、当日の防災行政無線にてご案内します。

平成28年中の秋田県内の
交通事故（人身）発生状況
【カッコ内は平成27年中】

発生件数 2,177件 【2,151件】
前年比 26件 

死 者 数 54人 【 38人】
前年比 16人

負傷者数 2,691人 【2,568人】
 前年比 123人

平成29年9月 8



納
期
限
の
お
知
ら
せ

◎
固
定
資
産
税 （
３
期
）

　

10
月
２
日
が

　
　
　
　

納
期
限
で
す

☆
お
さ
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

※
口
座
振
替
の
方
は
残
高
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

賦
課
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
８

　

総
務
省
統
計
局
（
秋
田
県
・
三
種
町
）

で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不
就
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
統
計
法
に
基
づ
き
実
施
す
る
国
の

重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

皆
様
に
よ
り
便
利
に
ご
回
答
い
た
だ
く

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
簡
単
に
回
答
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
を
お
願

い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

第
30
回
全
国
健
康
福
祉
祭
あ
き

た
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田

２
０
１
７
）
は
、
60
歳
以
上
の
方
が

参
加
で
き
、
高
齢
に
な
っ
て
も
健
康

で
生
き
が
い
を
持
ち
、
長
寿
の
素
晴

ら
し
さ
を
実
感
で
き
る
大
会
で
す
。

　

大
会
期
間
中
は
、
県
内
17
市
町
村

で
、
い
ろ
い
ろ
な
競
技
が
行
わ
れ
、

三
種
町
は
、
能
代
市
と
の
共
催
で
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
応
援
に
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
日
程

　

９
月
10
日　

12
時
30
分
〜
16
時

　

９
月
11
日　

９
時
〜
12
時
30
分

■
会　

場

　

三
種
町
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
広
場

　
（
小
瀬
川
運
動
公
園
）

町
立
保
育
園

　
　
　

保
育
士
募
集

就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
10
月
１
日

《
非
常
勤
職
員
》

 

保
育
士
（
月
給
制
）　

●

募
集
人
員　

3
人

●

職
務
内
容

　

公
立
保
育
園
に
お
け
る
園
児
保
育

●

勤
務
時
間 

月
〜
土
曜
日
・
７
時
〜
19

時
（
う
ち
７
時
間
45
分
）・
シ
フ
ト
勤

務
・
休
日
勤
務
の
場
合
有
り

●
賃　
　

金 

月
給
18
万
２
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　

通
勤
費
支
給

●
資
格
等 

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・

小
学
校
教
諭
・
養
護
教
諭
・
看
護
師
資

格
の
い
ず
れ
か

保
育
士
（
時
給
制
）

●

募
集
人
員 

２
人

●

職
務
内
容

　

公
立
保
育
園
に
お
け
る
園
児
保
育

●

勤
務
時
間 

月
〜
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
16
時

　
（
う
ち
６
時
間
以
内
）・
シ
フ
ト
勤
務

●

賃　
　

金 

時
給
１
０
５
０
円

●

資
格
等 

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・

小
学
校
教
諭
・
養
護
教
諭
・
看
護
師
資

格
の
い
ず
れ
か

●

募
集
期
間 

随
時
受
付

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　

☎
８
５
―
２
１
９
０

　

東
京
み
た
ね
会
の
総
会
・
懇
親
会

が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●

と　

き　

11
月
12
日

●

と
こ
ろ　

上
野
精
養
軒

　
　
　
（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
）

・
総　

会　

11
時
30
分

・
講
演
会　

12
時

　

読
売
新
聞
社
特
別
編
集
委
員

橋
本　

五
郎 

氏

・
懇
親
会　

12
時
30
分

◆
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
企
画
係

　

☎
８
５
―
４
８
１
７

◆問い合わせ先
　企画政策課　情報統計係　☎85－4818

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

交
流
大
会

９
月
10
日
㈰
〜
11
日
㈪

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　

☎
８
５
―
２
１
９
０

総
会
・
懇
親
会
の
お
知
ら
せ

東
京
み
た
ね
会

第
９
回

広報 みたね
mitane town
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◆問い合わせ先　農林課　農政係　☎85－4826

農
業
研
修
生
を

募
集
し
ま
す

次
世
代
経
営
６
次
産
業
化

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
募
集

じ
ゅ
ん
さ
い
日
本
一

生
産
数
量
助
成
事
業

■
事
業
名　

　

平
成
30
年
度　

未
来
農
業

　
　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修

■
主　

催

　

秋
田
県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
８
―
８
８
１
―
３
６
１
１

■
応
募
要
件　

・
新
規
就
農
希
望
者
ま
た
は
、
新
た
な
部

門
に
取
り
組
む
方

・
研
修
終
了
後
に
、
秋
田
県
内
で
就
農
さ

れ
る
方

・
申
請
時
の
年
齢
が
、
お
お
む
ね
45
歳
未

満
の
方

■
研
修
期
間
（
２
年
間
）

　

平
成
30
年
４
月
〜
平
成
32
年
３
月

■
研
修
費
用　

無
料

■
応
募
方
法　

　

農
林
課
に
応
募
書
類
を
提
出

■
応
募
期
間　

９
月
４
日
〜
10
月
13
日

（
農
林
課
必
着
）

■
応
募
書
類　

農
林
課
に
直
接
請
求
す
る
か
、
秋
田
県

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
研
修
奨
励

研
修
生
に
は
、
県
と
町
に
よ
る
研
修
奨

励
金
（
年
間
１
２
０
万
円
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
国
の
農
業
次
世
代
人
材

投
資
事
業
（
年
間
１
５
０
万
円
）
と
の
重

複
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
支
援
内
容　
　

　

町
登
録
業
者
に
出
荷
し
た
じ
ゅ
ん

さ
い
に
対
し
て
㎏
当
た
り
30
円
を
助

成
し
ま
す
。

　

出
荷
先
業
者
の
町
登
録
有
無
は
、

出
荷
先
業
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

個
人
売
買
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
農
家

　

三
種
町
に
住
所
を
有
す
る
、
じ
ゅ

ん
さ
い
農
家

■
申
請
手
続　
　

　

申
請
用
紙
に
町
登
録
業
者
が
発
行

す
る
出
荷
数
量
証
明
書
を
添
付
し
、

農
林
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振

興
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
用
紙
は
、
三
種
町
農
林
課
ま

た
は
総
合
支
所
地
域
振
興
係
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

10
月
31
日

　

県
で
は
、
農
林
漁
業
者
や
農
業
参
入
企

業
の
６
次
産
業
化
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応

援
し
ま
す
。

農
業
経
営
多
角
化
タ
イ
プ

（
農
林
漁
業
者
向
け
）

■
事
業
内
容

　

加
工
に
必
要
な
施
設
整
備
、
販
売
施
設

等異
業
種
参
入
タ
イ
プ
（
企
業
向
け
）

■
事
業
内
容　

　

市
場
調
査
や
販
路
開
拓
な
ど
の
取
り
組

み
（
ソ
フ
ト
的
経
費
）

　

６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
た
め
に
必
要

な
施
設
・
機
械
等
の
整
備
（
ハ
ー
ド
的
経

費
）

▼
補
助
率
等
（
両
タ
イ
プ
共
通
）　

　

補
助
率　

１
／
３
以
内

　

上　

限　

１
０
０
０
万
円

※
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
も
6
次
産
業
化
法
ま

た
は
農
商
工
連
携
促
進
法
の
計
画
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

山
本
地
域
振
興
局
農
業
振
興
普
及
課

　

☎
５
２
―
１
２
４
１

研修コース 研修場所 募集
定員

募集選考日及び場所
※書類審査、小論文
及び面接試験

作物コース 農業試験場　　　　
（秋田市雄和） ６名 2017年11月13日

農業試験場

野菜コース 農業試験場　　　　
（秋田市雄和）

６名

2017年11月14日
農業試験場花きコース

３名

花き種苗センター
（潟上市昭和） ２名

果樹コース

果樹試験場　　　　
（横手市平鹿町） ６名

2017年11月15日
果樹試験場

果樹試験場天王分場
（潟上市天王） １名

かづの果樹センター
（鹿角市花輪） １名

肉用牛コース 畜産試験場　　　　
（大仙市神宮寺）

２名 2017年11月16日
畜産試験場酪農コース ２名

■研修場所および募集コース等

平成29年9月 10



地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

高
齢
者
虐
待
を

　

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
を
発
見
し
た
場

合
、
速
や
か
に
通
報
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
」
と
感
じ
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　　

　

通
報
者
、届
出
者
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

●
と　

き　

９
月
27
日

●
と
こ
ろ　

山
本
公
民
館

●
参
加
費　

無　

料

おれんじカフェ
認知症になっても地域で暮らすために…

　もの忘れで困っている方や家族、認知症の方を支えたい
方が集まってお茶を飲みながら交流し、語り合う場です。
　どなたでもご参加いただけます。

●と　き　９月21日
　　　　　13：30～15：00
●ところ　琴丘地域拠点センター
●参加費　無料（出入り自由）

◆
認
知
症
予
防
教
室

　

わ
く
わ
く
！

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

◆問い合わせ先　福祉課　地域包括支援センター　☎85－4835

今
月
の
予
定

◆
転
倒
予
防
教
室

　

い
き
い
き
元
気
塾

「いきいき元気塾」日程

●琴丘地域を利用される方へ
初めて利用される方は、原則として琴丘地域Ｂを利用して
いただきます。

●参加費　1,100円　バランスボール代（お持ちでない方）

地域 八竜地域 山本地域 琴丘地域Ｂ 琴丘地域Ａ

会場 八竜改善
センター 山本公民館 パレス琴丘 パレス琴丘

月日 ９月５日 ９月12日 ９月13日 ９月19日

　

転
倒
な
ど
に
よ
る
寝
た
き
り
を
予
防

し
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
運
動
を
通
し
て
筋
力
の
維
持
、
向

上
を
は
か
り
ま
す
。

認知症早期発見のた
めの「もの忘れ相談
プログラム」の体験
ができます。

広告

■
共
通
事
項

　

対　

象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上

　

持
ち
物　

内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物

　

申
し
込
み　

随
時

　
　

※
教
室
は
毎
月
１
回
開
催
予
定

　

時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

身体的虐待 たたく、つねる、蹴るなどの暴力。
ベットに縛り付けるなどの拘束。など

介護の放棄
（ネグレクト）

食事や水分を十分に与えない。入浴させない。
室内にごみを放置するなど劣悪な環境で生活させる。
必要とする医療・介護サービスを制限したり使わせない。など

心理的虐待 怒鳴る、ののしる。排泄の失敗等を嘲笑したり人前で話し
恥をかかせる。無視する。など

性 的 虐 待 わいせつな行為をする、させる。
排泄の失敗の罰で下半身を裸にして放置する。など

経済的虐待 日常生活に必要な金銭を使わせない。
年金や貯金を勝手に使う。など

　高齢者虐待は、介護者が介護を行っているうちに心身共に疲労し、追いつ
められて自覚がないままに虐待してしまう場合があります。
　これを防ぐためには、介護の負担を軽減する対策をとること、また、第三
者が介入して虐待の悪循環を止めることが大切です。
　介護に関する困り事などがある方もご相談ください。

▷▶▷こんなことが高齢者虐待です

広告

広報 みたね
mitane town
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①
八
郎
湖
の
た
め
に
生
活
排
水
は
下
水
道
な

ど
へ

　

生
活
排
水
と
は
、
ト
イ
レ
や
炊
事
・
入
浴
・

洗
濯
か
ら
の
排
水
で
す
。

　

八
郎
湖
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、

生
活
排
水
は
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
流

し
ま
し
ょ
う
。

　

下
水
道
等
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で

は
、
窒
素
除
去
能
力
の
高
い
「
高
度
処
理
型

合
併
浄
化
槽
」
を
設
置
し
て
、
適
正
に
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

　

高
度
処
理
型
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場

合
は
、一
般
型
よ
り
掛
か
り
増
し
し
ま
す
が
、

そ
の
分
を
か
さ
上
げ
し
た
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
詳
し
く
は
三
種
町
上
下
水
道
課
下
水

道
係
☎
８
３
―
２
３
３
５
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

②
八
郎
湖
の
た
め
に
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
厳

禁
で
す

　

地
域
の
水
路
や
側
溝
の
水
は
、川
に
流
れ
、

八
郎
湖
に
流
れ
込
み
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
気
持
ち
で
捨
て
た
ゴ
ミ
は

八
郎
湖
の
水
を
汚
し
て
し
ま
い
ま
す
。
地
域

の
環
境
や
八
郎
湖
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
た

め
に
、
ゴ
ミ
や
空
き
缶
を
野
外
で
捨
て
る
の

は
厳
禁
で
す
。ま
た
、地
域
の
清
掃
活
動
に
参

加
し
て
、
湖
や
川
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
八
郎
湖
水
質
保
全
対
策
の
概
要

　

県
や
市
町
村
は
、｢

八
郎
湖
に
係
る
湖
沼

水
質
保
全
計
画
（
第
２
期
）｣

に
基
づ
い
て
、

各
種
対
策
や
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１　

八
郎
湖
へ
の
汚
れ
の
流
入
を
削
減
し
て

い
ま
す

２　

湖
水
の
水
質
浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す

３　

ア
オ
コ
の
遡
上
や
悪
臭
を
防
い
で
い
ま

す
。

　

秋
田
県
の
取
組
は
、「http://w

w
w
.pref.

akita.lg.jp/hachiroko

」、
ま
た
は
、
検
索

サ
イ
ト
で
「
八
郎
湖
環
境
対
策
室
」
を
検
索

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

八
郎
湖
に
係
る
湖
沼
水
質
保
全
計
画
（
第
２
期
）
で
は
、
八
郎
湖
の
望
ま
し
い
水
環

境
や
流
域
の
状
況
等
に
係
る
将
来
像
と
し
て
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
平
成
38
年
度
を

目
処
に
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

流
域
に
暮
ら
す
住
民
・
事
業
者
や
行
政
が
こ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
一
人
一
人
が
出
来
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

八
郎
湖
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

　
「
恵
み
や
潤
い
の
あ
る
〝
わ
が
み
ず
う
み
〞」

“わがみずうみ”八郎湖が、
１　農業や漁業など、湖にかかわる人々
に持続的な恵みをもたらす

２　水遊びや遊漁など、子どもから大人
までが潤いに包まれる

３　鳥や魚や植物など、多様な生き物が
命を育む
こうした良好な水環境を持つ、恵みや潤いの
ある湖となることを目指します。

新生大橋と八郎潟

三倉鼻から八郎潟をのぞむ

広告
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●
と　

き　

　

９
月
２
日　

13
時
〜
15
時
30
分

●
と
こ
ろ　

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
も
と

●
内　

容

　

長
信
田
太
鼓　
　

14
時
〜
14
時
25
分

　

小
野
花
子
民
謡
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

野
外
ゲ
ー
ム　
　

13
時
〜
14
時

　

室
内
展
示　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

　

喫
茶
コ
ー
ナ
ー　

13
時
30
分
〜
15
時

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
も
と

　

☎
８
３
ー
２
２
２
１

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
ま
た

こ
の
日
を
含
む
９
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
救

急
医
療
週
間
」
で
す
。

　

皆
様
か
ら
救
急
医
療
お
よ
び
救
急
業
務
に

つ
い
て
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識

高
揚
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

消
防
署
で
は
毎
月
第
２
日
曜
日
に
救
命
講

習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
家

族
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

三
種
消
防
署　

救
急
担
当

　

☎
８
５
―
３
１
０
０

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

救
急
医
療
週
間
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
大
潟
土
地
改
良
区
総
代

選
挙
が
、
次
の
と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

投
票
と
な
る
場
合
は
、
組
合
員
の
方
へ
投

票
所
入
場
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
自

分
の
投
票
所
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
投
票
日
時　

９
月
３
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
16
時

●
投
票
場
所　

役
場
第
１
会
議
室

●
告
示
日　

８
月
27
日

●
選
挙
す
べ
き
総
代
数　

　

選
挙
区
は
、
組
合
員
資
格
に
係
る
土
地
の

所
在
地
の
属
す
る
選
挙
区
と
な
り
ま
す
。

●
選
挙
権　

　

大
潟
土
地
改
良
区
の
組
合
員

●
被
選
挙
権

　
組
合
員
の
資
格
を
有
す
る
満
25
歳
以
上
の
者

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

三
種
町
選
挙
管
理
委
員
会 

事
務
局

　

☎
７
４
―
６
４
２
２

９
月
３
日
は
大
潟
土
地
改
良
区

総
代
選
挙
の
投
票
日
で
す

　

り
ん
ご
に
梨
、
ぶ
ど
う
に
ア
ケ
ビ
…
…
秋

の
味
覚
盛
り
沢
山
！
食
欲
の
秋
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

●
日　

時　

10
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時

　
　
　
　
　

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー
集
合

●
行
き
先　

森
の
中
の
果
樹
園
（
弘
前
市
）

●
対　

象　

独
身
男
女

●
人　

数　

20
名
前
後

●
参
加
費　

１
５
０
０
円（
弁
当
代
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

カ
フ
ェ
・
リ
エ
ゾ
ン（
三
浦
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
、Ｆ
Ａ
Ｘ 
８
３
―
２
７
０
２（
木
曜
、日
曜
、祭
日

休
み
）
※
三
種
町
結
婚
支
援
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

秋
の
果
物
狩
り
ツ
ア
ー
開
催

●
と　

き　

９
月
21
日　

14
時
〜
16
時

●
と
こ
ろ　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

要
予
約
。
１
名
あ
た
り
30
分
以
内
の
相
談

と
な
り
ま
す
。（
最
大
４
名
ま
で
）

※
10
月
、
12
月
、
２
月
に
も
開
催
予
定
。

こ
の
事
業
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分

金
を
利
用
し
て
い
ま
す

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
８
３
―
４
８
６
１   

Ｆ
Ａ
Ⅹ
８
３
―
５
１
１
５

社
協
か
ら
の
お
知
ら
せ

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

救命入門コース 90分 AED・胸骨圧迫が出来るよ
うになる

普通救命講習Ⅰ 180分 AED・心肺蘇生法・ケガの
応急手当

普通救命講習Ⅲ 180分 小児・乳児の対応

問い合わせ・申し込みの詳細は
　　　　インターネットでも検索

能代山本広域　救命講習 検　索

クリック‼

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
も
と

い
な
ほ
祭
り

広報 みたね
mitane town
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
者
の
資
格

①
入
居
の
申
し
込
み
し
た
日
に
お
い

て
収
入
基
準
内
で
あ
る
こ
と

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で

あ
る
こ
と

④
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

⑤
原
則
と
し
て
、
自
己
の
所
有
す
る

持
ち
家
等
が
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と

※
町
外
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

申
込
方
法

　

入
居
申
込
書
は
、
建
設
課
お
よ
び 

各
総
合
支
所
の
地
域
振
興
係
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

入
居
申
込
書
に
添
付
書
類
を
添
え

て
建
設
課
又
は
各
総
合
支
所
の
地
域

振
興
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

９
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

９
月
14
日
ま
で

・
期
限
厳
守

・
申
込
み
締
切
日
時
点
で
、
書
類
の

そ
ろ
っ
て
い
な
い
方
は
失
格
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
受
付
け
し
ま
せ
ん
）

選
考
方
法

　

申
込
者
の
入
居
資
格
、
住
宅
困
窮

の
度
合
い
の
実
情
を
調
査
し
、
募
集

戸
数
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合

は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

抽
選
予
定
日　

10
月
４
日

入
居
予
定　

10
月
18
日

住宅名
（地域名） 所在地 構造および間取り

（住戸専用面積）
募集戸数
（完成年度）

予定家賃
（裁量階層含む） 敷　金

新八竜住宅
（八竜地域） 浜田字大平10

木造２階建て
３LDK

（74.90㎡）
１戸

（平成5年度）
15,600円～
30,700円 家賃の

３か月分八竜大口
（八竜地域）

大口字大開
33番1号

木造2階建て
3LDK

（79.40㎡）
１戸

（平成14年度）
18,700円～
36,700円

新八竜住宅

八竜大口住宅

◆問い合わせ先　建設課　☎85－4820

町の工事契約状況（工事名および契約額、工期）
●浜口小学校駐車場舗装工事
　丸神建設㈱山本支店 5,028,480円 8/4～9/29
●森岳温泉第2902号工事
　田中建設㈱ 20,131,200円 8/8～12/1
●森岳温泉第2903号工事
　㈱鹿渡工業　本店 20,710,080円 8/8～12/1
●公用車車庫建築工事
　近藤工務店 8,904,600円 8/8～10/31
●鹿渡幹線側溝改良工事（山谷地区）
　カネコビルド㈲　 5,184,000円 8/4～10/31

●浜田20号線側溝改良工事
　㈱成田物産 3,529,440円 8/4～10/31
●石倉山中野線外3舗装補修工事（2ー4工区）
　第一道路建設㈱ 12,204,000円 8/4～10/31
●石倉山中野線外3舗装補修工事（3工区）
　嶋工建設工業㈱ 三種本店 22,518,000円 8/4～10/31
●石倉山中野線外3舗装補修工事（4工区）
　成田建設㈱本店 41,364,000円 8/4～10/31

広告広告
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年金
だより

◆問い合わせ先
　  秋 田 年 金 事 務 所　☎018ー865ー2392　健康推進課国保年金係　☎0185ー85ー2137　
　  琴丘総合支所地域生活係　☎0185ー87ー3516　山本総合支所地域生活係　☎0185ー83ー2115

追納制度のお知らせ

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

　国民年金保険料について免除（全額免除・一部免除・法定免除）や若年者納付猶予、また学生納付特例
の承認を受けられた期間がある方は、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられ
る年金）の受け取り額が少なくなります。
　このような方に国民年金保険料の追納をお勧めします。将来受け取る老齢基礎年金を増額するために
は、免除等の承認をされた期間が10年以内であれば遡って保険料を納めることができます。ただし、免
除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納されると、当時の保険料額に一定
の加算額が上乗せされています。

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

１．追納を行う場合は、申し込みが必要です
　年金事務所で申し込みを行っていただき、厚
生労働大臣の承認を受けたうえで、納付書をお
渡しします。お渡しした納付書でお支払いして
いただきます（口座振替ならびにクレジット納
付はできません）。

２．追納に関する注意事項
・追納ができるのは追納が承認された月の前
10年以内の免除期間に限られています。
・承認等をされた期間のうち、原則古い期間か
ら納付していただきます。なお、今年度中に
追納いただく際の保険料は、以下の通りです。

全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除
平成19年度月分 15,040円 11,280円 7,520円 3,760円
平成20年度月分 15,160円 11,370円 7,570円 3,790円
平成21年度月分 15,250円 11,430円 7,620円 3,810円
平成22年度月分 15,510円 11,630円 7,750円 3,870円
平成23年度月分 15,290円 11,460円 7,650円 3,820円
平成24年度月分 15,140円 11,350円 7,570円 3,780円
平成25年度月分 15,120円 11,340円 7,560円 3,780円
平成26年度月分 15,270円 11,450円 7,630円 3,810円
平成27年度月分 15,590円 11,690円 7,790円 3,900円 加算額無し
平成28年度月分 16,260円 12,190円 8,130円 4,060円 加算額無し

◆問い合わせ先　町民生活課　消防防災係
　　　　　　　　☎85－4823

　地域の防災リーダーとし
て、将来の担い手となる若い
力を募集します。
　意欲のある方をお待ちして
います。

三種町消防団　新団員募集 勤務地　㈱木村食品工業  五城目工場
時　間　8：００～１７：００  残業あり
休　日　日曜・祝日、他
　　　　（繁忙期は交代で出番有り）
年　齢　不問（６０才まで）
待　遇　交通費支給（片道１５km以上）
給　与　当社規定

年齢・経験
不 問 !
年齢・経験
不 問 !

履歴書持参下さい。お気軽にお電話下さい。

株式会社 木村食品工業  五城目工場
五城目町字羽黒前９６－３　ＴＥＬ ０１８－８５５－１２２２　担当  伊藤
株式会

社
員
募
集!

広告
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児童生徒の

感想文紹介

◆問い合わせ先　保健センター　☎83－5555・FAX 83－3857

こころ通信

こころちゃん困
っ
た
と
き
は

　

勇
気
を
持
っ
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
！

　

浜
口
小
学
校
と
琴
丘
中
学
校
で
、
い

の
ち
の
大
切
さ
講
座
が
開
か
れ
ま
し

た
。
講
師
に
助
産
師
の
菅
原
光
子
さ
ん

を
迎
え
、
い
の
ち
の
尊
さ
に
つ
い
て
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

浜
口
小
学
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

と
同
日
に
行
わ
れ
、
５
、
６
年
生
の
保

護
者
の
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。
講
座
は
、
隣
同
士
で
お
互

い
の
良
い
と
こ
ろ
を
出
し
合
っ
た
り
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
の
問
い
か
け
を
交

え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

琴
丘
中
学
校
で
は
、
い
の
ち
の
大
切

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
間
で
会
話
す
る

こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
困
っ
た
と
き

は
勇
気
を
も
っ
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す
こ
と

に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
を
受
け
た
み
な
さ
ん
は
、
自
分

の
い
の
ち
の
重
さ
を
実
感
し
、
ま
た
、

家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
抱

い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
町
の
地
域
自
殺
対
策
強

化
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年

度
は
６
校
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

み
ん
な
で
考
え
る　

心
の
健
康
づ
く
り

〜
い
の
ち
の
大
切
さ
講
座
〜

いのちの大切さ講座　（浜口小学校）

保健センターが開催する無料相談会

～八竜どうもの会～

悩まずお気軽にご相談ください。
専門の相談員がじっくり対応します。

秋田なまはげの会出張相談会
～暮らしの相談会～ こころの相談会

９月９日 ９月25日
開催場所：保健センター　（相談時間13時～16時）

●申し込み：原則、予約制ですが、当日のお申込みでも結構
です。当日の場合は順番によりお待ちいただく
場合があります。

●申し込み・問い合わせ先
　　　　　　三種町保健センター　☎83－5555

秋田なまはげの会
相談アドバイザー

（相談内容により司法書士）

臨床心理士　成田ひとみ 氏
（秋田県臨床心理士会理事・
臨床動作士）

・借金や債務、相続、年金、
成年後見制度、賃借など、
お金や暮らしに関すること

さまざまな悩みや、お話をお
聞きします。本人でなくても
ご家族がおいでになっても結
構です。

※この相談会は秋田県地域自殺対策強化事業費補助金を活用しています。
主催：八竜どうもの会

　９月28日のコーヒーサロンでは
「ちょこっと音楽会　～心に染みる
音色のマンドリン＆クラシックギ
ターの演奏会～」を行います。ご参
加お待ちしています。

と　き　９月28日　
　　　　14時30分頃
ところ　八竜改善センター
出　演　平

たいら

　丈
とも

恵
え

（マンドリン）

※通常の健康相談・コーヒーサロン
は13時30分～14時20分頃まで行
います。
みんなで歌お
うタイムもあ
ります。

「ちょこっと音楽会」
のご案内

平成29年9月 16



血糖値が高い方

◆問い合わせ先　企画政策課クアオルト推進室　☎85－4822　FAX 85－2178

　日本クアオルト研究所より、正式なコースとして認定された釜谷浜コースで、『体育
の日』クアオルト健康ウオーキングを行います。当日は、鍋のふるまいや参加賞の贈
呈もありますので、みなさんお誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。　

『体育の日』クアオルト健康ウオーキング
参加者募集！！

の体組成計測定日９月

日時： ９月21日（木） 
　　　10：00～13：00
場所：ゆめろん１階

●毎月第３木曜日に開催しています。
●申し込みは不要ですが、入館料が
必要です。
●ペースメーカーを使用されている
方はご利用できません。

【持ち物・服装】 飲みもの、タオル、帽子、雨具など
  運動できる服装、スニーカー
【集合場所】 釜谷浜海水浴場炊事場
【参 加 賞】 町内温泉施設入浴券、体育の日参加賞
【申込期限】 ９月29日（金）
【申 込 先】 企画政策課クアオルト推進室
 琴丘総合体育館・八竜体育館・山本体育館
◆問い合わせ先　企画政策課クアオルト推進室
　　　　　　　　☎85－4822  FAX 85－2178

申込締切
12日 10：00～ 温泉浴運動教室（エンジョイ温泉浴運動） ９月５日
20日 10：00～ 温泉浴運動教室（はじめての温泉浴運動） ９月13日
29日 13：30～ ポール＆ボール教室 ９月22日

9月 のスケジュール
クアオルト運動教室　参加者募集

申込締切
３日 10：00～ 温泉浴運動教室（はじめての温泉浴運動）  ９月26日
13日 10：00～ ポール＆ボール教室 10月６日
17日 10：00～ 温泉浴運動教室（エンジョイ温泉浴運動） 10月10日
18日 13：30～ ポール＆ボール教室 10月11日
24日 10：00～ 温泉浴運動教室（はじめての温泉浴運動） 10月17日

10月のスケジュール

申込み多数の場合、受付締切り後に抽選を行います。抽選の結果は、開催日の５日前に連絡します。

クアオルト健康弁当 販売キャンペーン
　９月８日（金）～10日（日）の三日間、町内３店舗で 『クアオルト健康弁当』を販売します。
普段の食生活を見直すためにも、この機会にぜひ一度、健康食弁当をお召し上がりください。
【値　段】 1,000円（税込） 
【３店舗】 ゆめろん・じゅんさいの館・カフェ·リエゾン
　　　　※ゆめろん、じゅんさいの館は、お持ち帰り可能です。

★各店舗　１日限定10食★

クアオルト健康弁当とは…
・カロリー600Kcal以下
・塩分３ｇ以下
・地場産食材（三種町米含む）が３品以上

　三種町では、砂丘温泉『ゆめろん』にあるクアオルト運動室での運動と温泉入浴を組み合わせたモニタリング事業の
協力者を募集いたします。 血糖値が高い方を対象に温泉と運動の効果を利用し、血糖コントロールの改善を目指します。
◆募集要項
●定　　員 12名 
●対　　象 三種町在住者で、血糖値が高いと言われて

いて医師に運動を勧められている方 
●募集期間 平成29年９月15日（金）まで 
●実施回数 全16回
●実施会場 砂丘温泉ゆめろん  クアオルト運動室、浴室
●必要な物 タオル、水筒、着替えなど
●指 導 者 健康運動指導士　児玉 美幸 先生
●申 込 先 三種町企画政策課　クアオルト推進室
●そ の 他 ※各回で自己血糖測定を行ってもらいます。

★
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
★

釜谷浜コース認定記
念

方クアオルト運動モニター募集クアオルト運動モニター募集！！

10月 
①10月３日㈫  13：30～
②10月10日㈫  13：30～
③10月17日㈫  13：30～
④10月23日㈪  10：00～
⑤10月31日㈫  13：30～
11月 
⑥11月７日㈫  13：30～
⑦11月14日㈫  13：30～
⑧11月21日㈫  13：30～
⑨11月28日㈫  13：30～

12月
⑩12月５日㈫  13：30～
⑪12月12日㈫  13：30～
⑫12月19日㈫  13：30～
１月
⑬１月９日㈫  13：30～
⑭１月16日㈫  13：30～
⑮１月23日㈫  13：30～
⑯１月30日㈫  13：30～

どんな
  味付けだろう？

【日　　時】 10月９日（月）　9：30～12：00
【コ ー ス】 釜谷浜サンセットコース
【募集人数】 定員60名
【日　　程】 　8：45  バス出発　琴丘地域（琴丘地域拠点センター）
 　　　　　　　　 山本地域（ふるさと文化館駐車場）                 
 　9:00  受付開始
 　　　　　　　　　※到着順に血圧測定（釜谷浜海水浴場炊事場） 
 　9：30  クアオルトウオーキング
 11：00  血圧測定
 11：30  鍋ふるまい
 12：00  バス出発（釜谷浜海水浴場駐車場） ※当日、琴丘・山本地区からバスが出ますので、

ご利用ください。

広報 みたね
mitane town
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「
こ
ら
ん
し
ぇ
」
と
は
「
お
い
で
よ
」
と
い
う

意
味
の
方
言
で
す
。
町
の
移
住
定
住
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

こ
しん
み
た
ねこら

んしぇみたね　こ
ら
ん
し
ぇ
み
た
ね
　
こ
ら

ん
しぇみたね　こらん

しぇ

み
た
ね
　
こ
ら
ん
し
ぇ
み
た

ねこしん

三
種
町
敬
老
式

三
種
町
敬
老
式
の
ご
案
内

ご
案
内

平
成
29
年
度

◆
敬
老
式
日
程

と　

き

10
月
６
日（
金
）

午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ

琴
丘
総
合
体
育
館

　

本
年
度
の
敬
老
式
は
、
数
え
歳
で
70

歳
（
初
敬
老
）、
77
歳
、
80
歳
、
88
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
琴
丘
総
合
体
育
館
で
開
催
し

ま
す
。
ご
参
加
の
方
に
は
、
お
弁
当
と

お
飲
み
物
を
準
備
い
た
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
近
日
中
に
該
当
す

る
方
へ
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の

で
、
往
復
は
が
き
で
９
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
出
欠
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

※
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
は
、
ご
参

加
の
方
へ
後
日
追
っ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

金
婚
者
募
集
の

お
知
ら
せ

　

敬
老
式
に
お
い
て
、
金
婚
者
に

記
念
品
を
贈
呈
し
お
祝
い
し
ま
す

の
で
、
今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
（
昭
和
42
年
に
結
婚
さ
れ

た
ご
夫
婦
）
は
、９
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
福
祉
課
ま
た
は
琴
丘
・
山

本
総
合
支
所
地
域
生
活
係
の
い
ず

れ
か
ま
で
お

申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

☎
８
５
― 

２
１
９
０

　

琴
丘
総
合
支
所　

地
域
生
活
係

☎
８
７
―
３
５
１
６

　

山
本
総
合
支
所　

地
域
生
活
係

☎
８
３
―
２
１
１
５

おおおおくせ
先

福
祉
係

　

町
が
４
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
東

京
の
た
ま
り
場
」
か
ら
、
三
種
町
を
応

援
し
て
く
れ
る
若
い
人
た
ち
11
名
が
ふ

る
さ
と
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
８
月
19

日
・
20
日
の
日
程
で
来
町
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
秋
田
県
出
身
で
関
東
で

働
い
て
い
て
、
い
ず
れ
秋
田
に
帰
り
た

い
と
希
望
し
て
い
る
女
性
が
多
数
で
し

た
。
三
種
町
を
訪
れ
る
の
は
み
ん
な
初

め
て
で
、
じ
ゅ
ん
さ
い
と
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
摘
み
取
り
と
じ
ゅ
ん
さ
い
加
工

所
の
見
学
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
美

幸
苑
」
の
夏
祭
り
参
加
、
釜
谷
浜
で
の

夕
日
見
学
な
ど
で
、
三
種
町
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　

翌
日
曜
日
に
は
、
参
加
し
た
人
た
ち

か
ら
、「
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。
今
度
は
友

達
を
連
れ
て
ま
た
来
た
い
」「
た
く
さ

ん
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
に
、
外
へ
の

発
信
が
足
り
な
い
の
が
残
念
」「
町
の

若
い
人
た
ち
と
も
っ
と
い
ろ
ん
な
交
流

が
し
た
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、

今
後
の
移
住
対
策
に
貴
重
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
東
京
の
た
ま
り
場
」

〜
ふ
る
さ
と
ツ
ア
ー
〜

三種の楽しみ発見！～じゅんさい摘み取り体験～

釜谷浜の夕日に感動
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町
長　

三　

浦　

正　

隆

残
念
だ
っ
た

　

「
三
種
町
子
ど
も
議
会
」
の
中
止

　

先
月
発
生
し
た
台
風
５
号
（
ア
ジ
ア

名
：
ノ
ル
ー　

の
ろ
じ
か
の
意
）
は
、

台
風
と
し
て
は
18
日
18
時
間
存
在
し
た

長
寿
台
風
で
歴
代
二
番
目
に
長
い
台
風

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
台
風
の
せ
い
で
中
止
に
な
っ
た

行
事
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の

場
合
は
市
町
村
長
対
象
の
防
災
セ
ミ

ナ
ー
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
な
ん

と
言
っ
て
も
残
念
だ
っ
た
の
は
「
三
種

町
子
ど
も
議
会
」
が
中
止
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。

　

子
ど
も
議
会
は
合
併
５
周
年
の
年
で

あ
る
平
成
23
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ
て

以
来
、
途
中
１
回
だ
け
お
休
み
を
し
ま

し
た
が
、
今
回
で
６
回
目
と
な
り
ま

す
。
教
育
委
員
会
・
小
中
学
校
・
町
役

場
な
ど
事
前
に
綿
密
な
打
合
せ
を
重
ね

て
い
ま
し
た
。
特
に
今
年
は
子
ど
も
議

員
の
質
問
や
町
の
回
答
を
議
場
で
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ

た
ス
ラ
イ
ド
に
し
て
映
し
出
す
予
定
で

し
た
。
さ
ら
に
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
た
だ
け
に
関
係
者
は
と
て

も
残
念
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
質
問
が
あ
っ
た
か
と
い
う

と
、
小
学
校
で
は
「
水
田
活
用
と
特
産

物
の
栽
培
・
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
」（
湖
北

小
）、「
住
宅
助
成
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を

行
う
理
由
と
経
費
に
つ
い
て
」（
琴
丘

小
）、「
診
療
後
も
子
ど
も
達
の
お
世
話

を
し
て
く
れ
る
施
設
の
設
置
に
つ
い

て
」（
下
岩
川
小
）、「
三
種
町
の
税
収

と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
」（
森
岳

小
）、「
下
水
道
加
入
の
促
進
に
対
す
る

取
組
と
現
状
」（
金
岡
小
）、「
三
種
町

の
人
口
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
」

（
浜
口
小
）
な
ど
。

　

ま
た
、
中
学
校
で
は
「
児
童
福
祉
に

つ
い
て
」（
山
本
中
）、「
三
種
町
の
防

災
に
つ
い
て
」（
八
竜
中
）、「
イ
ベ
ン

ト
の
集
客
に
つ
い
て
」（
琴
丘
中
）
な

ど
で
、
小
・
中
学
生
と
も
に
よ
く
調
べ

た
上
で
の
質
問
で
し
た
。
質
問
へ
の
回

答
は
あ
ら
か
じ
め
役
場
各
課
の
課
長
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
再
質
問
も

想
定
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
準
備
を
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
課
長
達
も
大
い
に

落
胆
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
列
挙
し
ま
し
た
が
、
質
問
事

項
も
産
業
振
興
、
福
祉
の
充
実
、
観
光

振
興
、
人
口
減
対
策
、
財
政
の
見
通
し
、

防
災
な
ど
現
在
、
町
が
直
面
し
て
い
る

課
題
を
良
く
捉
え
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
恐
ら
く
指
導
さ
れ
た
先
生
方
も
資

料
集
め
等
準
備
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
も
せ
っ
か
く
、
子
ど
も
さ

ん
達
と
直
接
お
話
し
で
き
る
と
思
っ
て

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
日
頃
考

え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
「
町
政
方
針
」

と
し
て
ま
と
め
て
準
備
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
ま
た
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

各
学
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
回
、

せ
っ
か
く
準
備
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、

例
え
ば
〝
ふ
る
さ
と
学
習
〞
の
発
表
会

な
ど
別
の
機
会
を
捉
え
て
発
表
す
る
の

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
地
域
の
実
状
に
根
ざ
し
た

素
晴
ら
し
い
発
表
会
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

今
日
か
ら
9
月
、
初
秋
と
言
っ
て
も

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
残
暑
が
続
く
と
思
い

ま
す
。
今
月
も
ど
う
か
体
調
管
理
に
充

分
気
を
つ
け
て
健
康
で
元
気
に
お
過
ご

し
下
さ
い
。

昨年の子ども議会の様子（H28. ８. ４)

財政の
見通し

人口対策
防災

産業振興

福祉の充実
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▲青谷さんの歌声が境内に響く

▲ステージが熱くなる！

▲三種川を真っ赤に染める

　

８
月
５
日
、
鹿
渡
の
松
庵
寺
で
松
庵

寺
郷
土
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
た
郷
土
祭
り

は
年
々
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
地
域
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

民
謡
や
フ
ラ
ン
ダ
ン
ス
、
長
信
田
太

鼓
や
副
住
職
の
渡
邊
英
心
さ
ん
の
バ
ン

ド
が
出
演
し
た
ほ
か
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ

ス
ト
と
し
て
三
種
町
誕
生
10
周
年
記
念

ソ
ン
グ「
こ
の
ま
ち
で
」を
作
詞
作
曲
し

た
、
青
谷
明
日
香
さ
ん
が
出
演
し
、
美

し
い
歌
声
で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
店
も
多
く
祭
り
に
華
を
そ

え
、境
内
は
た
く
さ
ん
の
人
で
あ
ふ
れ
、

真
夏
の
お
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。　

　

８
月
６
日
、
砂
像
に
囲
ま
れ
た
釜
谷

浜
海
水
浴
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
「
Ｋ
Ａ

Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ　

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｔ　

Ｂ
Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｈ　

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
10
組
の
バ
ン
ド
が
参
加

し
て
行
わ
れ
、町
内
か
ら
は
、佐
藤
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
ン
ド
や
Ｊ
ｉ
ｎ
Ｊ
ｉ
ｎ
ｂ
ａ

ｎ
ｂ
ａ
ｎ
、
初
参
加
の
小
学
生
バ
ン
ド

の
ハ
ロ
ー
キ
ッ
ズ
バ
ン
ド
や
ｋ
ｅ
ｉ
ｋ

ｏ
バ
ン
ド
、
そ
し
て
英
心
＆
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｉ
ｅ
ｓ

が
出
演
し
、
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
を
披

露
。
熱
い
日
差
し
が
差
し
込
む
ス
テ
ー

ジ
か
ら
は
熱
気
が
あ
ふ
れ
出
し
、
ビ
ー

チ
は
さ
ら
に
熱
く
な
り
ま
し
た
。

松
庵
寺
郷
土
祭
り

潮
風
と
砂
像
と
と
も
に
音
楽
を

　

町
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
恒

例
の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
17
日
は
希
望
苑
、
８
月
19
日
に

は
美
幸
苑
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、

地
域
の
人
た
ち
も
参
加
し
て
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

８
月
６
日
、
上
岩
川
落
合
地
区
で
、

伝
統
行
事
「
ね
ぶ
流
し
」
が
上
岩
川
中

央
自
治
会
（
佐
藤
利
勝
会
長
）
の
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ね
ぶ
流
し
は
、
火
を
つ
け
た
ね
ぶ
を

川
に
流
し
て
、
災
い
を
遠
く
へ
流
し
、

無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
七
夕
行

事
で
す
。
町
の
新
・
元
気
づ
く
り
支
援

事
業
を
活
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
ね
ぶ
は
４
体
、
う
ち
３
体
は

琴
丘
小
学
校
４
年
生
児
童
が
７
月
13
日

に
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
秋
田
県
立
大
学
の
学

生
た
ち
も
参
加
し
て
、
児
童
た
ち
が
元

気
に
「
ね
ぶ
の
歌
」
を
歌
う
な
か
、
川

を
真
っ
赤
に
染
め
て
燃
え
上
が
り
な
が

ら
流
れ
る
ね
ぶ
が
幻
想
的
な
夏
の
夜
を

飾
り
ま
し
た
。

夏
祭
り

　

〜
希
望
苑
・
美
幸
苑

三
種
川
を
幻
想
的
に
染
め
る

伝
統
行
事　

ね
ぶ
流
し

▲希望苑
　ゲーム大会で、子どもたちからお年寄りま
で一緒に楽しみました。また、鹿南清流会の
演奏による盆踊りでは、大きな輪をつくり踊
りました。

▼美幸苑
　今年で20周年を迎え、出店や八竜中学校吹奏
楽部の演奏、能代べらぼう太鼓演奏などで盛り上
がりました。
　締めくくりの盆踊りでは、たくさんの方が踊りに
参加して、夏まつりを存分に楽しみました。
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▲盆踊りで地域に賑わいを

▲中館番楽

▲志戸橋番楽

　

今
年
も
、
町
内
各
地
区
で
盆
踊
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
に
は
下
岩
川
地
区
大
盆
踊

り
大
会
が
、
長
面
地
区
Ｊ
Ａ
低
温
倉
庫

前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
岩
川
地
域
力
推
進
委
員
会
（
近
藤

久
信
会
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
、
下

岩
川
地
域
の
交
流
と
活
力
を
生
み
出
そ

う
と
、
町
の
新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事

業
を
活
用
し
て
昨
年
か
ら
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

大
会
は
コ
ン
テ
ス
ト
も
兼
ね
て
行
わ

れ
、
約
２
０
０
人
、
７
チ
ー
ム
が
踊
り

に
参
加
し
て
、
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
を
身

に
ま
と
い
、
息
の
あ
っ
た
踊
り
で
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

須
藤
満
仁
さ
ん
・
礼
子
さ
ん
（
木
戸

沢
）
の
彩さ

羽わ

ち
ゃ
ん
（
３
月
７
日
生
ま

れ
）
で
す
。

　
「
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
欲
し
い
」

と
我
が
子
の
成
長
へ
の
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

８
月
17
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

も
り
た
け
で
、
長
寿
祝
金
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
町
か
ら
祝
詞
と
祝
い
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
入
所
先
か
ら
は
、

記
念
品
や
花
束
な
ど
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
１
０
０
歳
を
迎
え
た
の
は
、

加
藤
リ
ノ
さ
ん
で
す
。
リ
ノ
さ
ん
は
大

正
６
年
８
月
17
日
、
鯉
川
に
生
ま
れ
、

昭
和
19
年
に
結
婚
、
３
男
を
授
か
り
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
、

歌
や
踊
り
が
好
き
で
、
太
鼓
が
鳴
る
と

手
踊
り
す
る
な
ど
元
気
で
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

祝
福
に
集
ま
っ
た
ご
家
族
や
職
員
に

囲
ま
れ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

８
月
13
日
・
14
日
、
志
戸
橋
地
区
で

志
戸
橋
番
楽
が
、
中
沢
・
館
村
地
区
で

中
館
番
楽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
の
あ
る
勇
壮
で
力
強
い
舞
や
、

子
供
達
の
元
気
な
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

▲いつまでもお元気で

夏
の
風
物
詩

　

盆
踊
り

健
や
か
な
成
長
を

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長
寿
祝
金
贈
呈
式

伝
統
の
舞　

勇
壮
に

志
戸
橋
・
中
館
番
楽

彩羽ちゃん

広報 みたね
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生涯学 習通信 9 月号

★
好
き
な
日
本
の
食
べ
物

　

１
番
は
ラ
ー
メ
ン
！
他
に
も
お

祭
り
の
屋
台
の
食
べ
物
が
好
き
で

す
。（
た
こ
焼
き
・
焼
き
そ
ば
・
チ
ョ

コ
バ
ナ
ナ
な
ど
…
）
お
寿
司
も
好

き
で
す
。

★
趣
味

　

ハ
イ
キ
ン
グ
や
漫
画
、
ゲ
ー
ム

が
好
き
で
す
。
琴
丘
中
学
校
で
は

房
住
山
登
山
が
あ
る
そ
う
な
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。
漫

画
は
少
女
漫
画
を
読
み
ま
す
。「
ひ

よ
恋
」
が
可
愛
く
て
好
き
で
す
。

ゲ
ー
ム
は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
「
音
ゲ
ー
」
や
戦
略
ゲ
ー
ム
に

興
味
が
あ
り
ま
す
。

★
三
種
町
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
？

　

安
心
で
き
る
町
で
す
。
ア
メ
リ

カ
の
故
郷
と
雰
囲
気
が
似
て
い
ま

す
。
東
京
の
よ
う
な
都
会
よ
り
静

か
で
過
ご
し
や
す
い
で
す
。

★
三
種
町
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　

い
ろ
い
ろ
な
美
味
し
い
食
べ
物

の
こ
と
や
歴
史
・
文
化
の
こ
と
を

教
え
た
い
で
す
。
様
々
な
人
と
た

く
さ
ん
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

　

今
年
も
石
倉
山
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
、
町

内
全
小
学
校
か
ら
64
人
の
児
童
が
集
ま
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
１

泊
２
日
で
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

食
事
作
り
や
記
念

コ
ー
ス
タ
ー
、
竹

と
ん
ぼ
作
り
な
ど

を
し
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
笑
顔
に

あ
ふ
れ
、
友
達
の

輪
が
一
層
広
が
り

ま
し
た
。

三
種
町
小
学
生

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

交
流
大
会

よ
う
こ
そ　

ル
ー
カ
ス
先
生
！

　

 

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　７月から三種町の新たな外国語指導助手（ＡＬＴ）としてルーカ
ス先生を迎えました。以前からＡＬＴを務めているステファニー先
生とトリストン先生と合わせて３人体制で町内小中学校を回ります。

トリストン先生 ステファニー先生 ルーカス先生

メロンソーダも
大好きですよ♪

名　前

Lucas  Woodall
【ルーカス・ウッドオール】

22歳

出身州
ノースカロライナ州

２学期から３人体制で頑張ります！

平成29年9月 22



監　

督　

渡
辺　
　

淳

コ
ー
チ　

大
村　

幸
信

　
　
　
　

児
玉　

憲
一

選　

手　

岩
谷　

世
羅
（
下
岩
川
小
）

　
　
　
　

大
村　

彩
華
（
湖
北
小
）

　
　
　
　

近
藤　
　

優
（
山
本
中
）

　
　
　
　

日
諸　

莉
瑚
（
八
竜
中
）

　
　
　
　

大
村　

優
奈
（
八
竜
中
）

　
　
　
　

渡
辺　

大
地
（
能
代
高
）

　
　
　
　

嶋
田　

裕
介
（
森　

岳
）

　
　
　
　

伊
藤　
　

剛
（
鹿　

渡
）

　
　
　
　
野
呂
田
美
保
子
（
森　

岳
）

　
　
　
　

児
玉　

樹
理
（
鯉　

川
）

　
　
　
　

荒
谷　

義
光
（
大　

口
）

　

８
月
15
日
、
平

成
29
年
度
三
種
町

成
人
式
が
山
本
ふ

る
さ
と
文
化
館
で

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
町
内
中
学
校
卒
業
生
・

町
内
在
住
者
が
対
象
で
、
１
６
９
名
の
う
ち

１
４
５
名
が
出
席
し
ま
し
た

　

式
典
で
は
三
浦
町
長
の
式
辞
や
金
子
議
長
か

ら
の
祝
辞
等
が
贈
ら
れ
た
後
、
新
成
人
代
表
の

三
浦
達
陽
さ
ん
（
八
竜
）
が
「
皆
様
方
か
ら
い

た
だ
い
た
意
義
深
い
教
訓
を
胸
に
刻
み
、
社
会

と
い
う
大
海
に
胸
を
張
っ
て
船
出
し
て
行
き
た

い
」
と
決
意
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
後
「
こ

れ
ま
で
生
き
て
来
て
色
々
な
体
験
を
で
き
た
の

は
両
親
の
お
か
げ
。
両
親
に
『
育
て
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
』
と
言
い
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
三

種
町
誕
生
10
周

年
記
念
映
像
上

映
の
ほ
か
、
秋

田
大
学
よ
さ
と

せ
歌
舞
輝
の
演

舞
が
行
わ
れ
新

成
人
を
激
励
し

ま
し
た
。

三種町チーム結成
　今年のふるさとあきたラン！は男鹿市総合運動公園を発着に31㎞の男鹿路で争わ
れます。全員駅伝で上位入賞を目指してがんばるので応援よろしくお願いします。

期 日

10月１日（日）
11時スタート

このユニホームが目印

祝  三種町成人式

   秋田25市町村対抗ふるさとあきたラン！男鹿大会

　初回は生ごみの処理にかかせないＥＭボカシを作
ります。２～３回目はＥＭ活性液を使って２回にわ
たり手づくり石けんを作ります。
　最後の２回は、環境に優しいＥＭの効果について
基礎講座を開催し、ＥＭに対する理解と活用につい
て学習します。

ＥＭぼかしづくり
日　時 ▼９月16日（土）午後１時30分から
会　場 ▼八竜農村環境改善センター
持ち物 ▼新鮮な米ぬか10㎏
材料費 ▼200円

ＥＭ廃食用油石けんづくり
日　時 ▼９月23日（土）午後１時30分から
会　場 ▼八竜農村環境改善センター
持ち物 ▼ペットボトル１本（容量２Ｌ）
材料費 ▼200円

ＥＭオリーブオイル石けんづくり
日　時 ▼９月30日（土）午後１時30分から
会　場 ▼八竜農村環境改善センター
持ち物 ▼ペットボトル１本（容量500㏄）
材料費 ▼600円

ＥＭの基礎講座
日　時 ▼10月14日（土）午後１時30分から
　　　　10月21日（土）午後１時30分から
会　場 ▼八竜農村環境改善センター

◆申込先　八竜公民館　☎85－2177
※申込み締め切り　いずれも先着順。15名まで

八竜公民館講座

広報 みたね
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８
月
14
日
に
町
営
相
撲
場
で
開
催
さ
れ

た
今
大
会
で
は
、
工
藤
祐
政
氏
（
上
岩
川

出
身
）
よ
り
優
勝
旗
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
深
紅
の
優
勝
旗
を
目
指
し
て
ち
び
っ

こ
力
士
た
ち
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

主
な
結
果
は
以
下
の
と
お
り

・
団
体
戦
４
年
生
以
下
の
部

　

優　

勝　
三
種
町
相
撲
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｃ

・
団
体
戦
５
・
６
年
生
の
部

　

優　

勝　

鷹
巣
小
学
校

・
個
人
戦
１
・
２
年
生
の
部

　

優　

勝　

石
川
ひ
ゅ
う（
美
里
小
学
校
）

　

第
３
位　

大
越　

遥
人（
三
種
町
ス
ポ
少
）

・
個
人
戦
３
年
生
の
部

　

優　

勝　

石
川　

昊
愛（
美
里
小
学
校
）

・
個
人
戦
４
年
生
の
部

　

優　

勝　

佐
藤　

元
気（
前
田
小
学
校
）

・
個
人
戦
５
年
生
の
部

　

優　

勝　

加
賀
谷　

琉（
旭
川
小
学
校
）

・
個
人
戦
６
年
生
の
部

　

優　

勝　

加
賀
谷
涼
太（
秋
田
ク
ラ
ブ
）

・
個
人
低
学
年
最
強
決
定
戦

　

優　

勝　

石
川　

神
羽（
美
里
小
学
校
）

・
個
人
高
学
年
最
強
決
定
戦

　

優　

勝　

加
賀
谷
涼
太（
秋
田
ク
ラ
ブ
）

　

三
種
町
体
育
協
会
指
導
者
研
修

会
で
は
、
日
本
体
育
大
学
よ
り
岡

田
隆
准
教
授
に
講
演
し
て
も
ら
い

ま
す
。
岡
田
准
教
授
は
、
昨
年
行

わ
れ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
全
階
級
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
柔
道
男
子
を
支
え
た
方
で

す
。
い
か
に
し
て
柔
道
男
子
の
活

躍
が
生
ま
れ
た
の
か
、
活
躍
の
裏

側
を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第７回三種町招待学童相撲大会 三種町体育協会  指導者研修会

日　

時　

 

平
成
29
年
９
月
23
日（
土
）

14
時
〜

会　

場　

 

三
種
町
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

講　

師　

 

日
本
体
育
大
学  

体
育
学
部 

　
　
　
　
　

准
教
授　

岡
田　

隆
氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

柔
道
男
子
総
務

講
演
時
間　

 

１
時
間
程
度

講
演
テ
ー
マ　

　
「
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

〜
柔
道
活
躍
の
裏
側
〜
」

◆
申
込
み

　

三
種
町
琴
丘
総
合
体
育
館
（
８
７
―
２
２

２
２
）ま
で
お
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

会
場

◆
出
演
内
容

昼
の
部 ９

月
17
日（
日
）

 
昼
の
部　

13
時
30
分
〜

 

夜
の
部　

18
時
〜

◆問合せ先　伝統芸能の祭典実行委員会事務局（三種町教育委員会内）☎87－2113

・
森
岳
歌
舞
伎

・
森
岳
子
ど
も
歌
舞
伎

・
森
岳
通
り
音
頭

・
志
戸
橋
番
楽

・
中
館
番
楽

・
向
達
子
番
楽

・
三
種
町
方
言
劇
同
好
会

・
じ
ゅ
ん
さ
い
音
頭

・
森
岳
子
ど
も
歌
舞
伎

・
大
森
歌
舞
伎
（
に
か
ほ
市
）

・
東
長
野
さ
さ
ら
（
大
仙
市
）

・
能
代
超
新
星
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

夜
の
部

昼
の
部　

三
種
町
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

夜
の
部　

三
種
町
農
村
歌
舞
伎
会
館
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教
育
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

● 教育委員会
　 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　　　☎87－2113
　 スポーツ係（琴丘総合体育館内）　　　　　　☎87－2222
● 琴丘公民館　☎87－3232
● 山本公民館　☎83－2354　
● 八竜公民館　☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

　

朝
か
ら
多
く

の
子
ど
も
た
ち

が
、Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー

ル
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
朝
の

清
々
し
い
挨
拶

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
か
ら
始
ま
り
、
プ
ー
ル

内
は
小
麦
色
に
日
焼
け
し
た
元
気
な
子
ど
も
た
ち

で
、
毎
日
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
学
年
関
わ
ら
ず
一
緒

に
遊
ん
で
い
る
姿
を
見
ま
す
。「
一
緒
に
遊
ぼ
う
」「
○

○
し
て
あ
げ
る
」「
大
丈
夫
？
」
な
ど
と
年
上
の
子

が
年
下
の
子
を
気
遣
い
、
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
あ

げ
、
手
を
差
し
伸
べ
て
い
る
姿
を
多
く
見
か
け
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。「
も
ぐ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
」「
回
転
で
き
る
よ
」
と
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ

な
が
ら
、
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
子
ど
も
た
ち
。
昨
日
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
今

日
に
は
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
事
に
も

失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
、
よ
り
多
く
の
可
能
性
を

広
げ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
も
見

習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
、
私
も
一
人
の
親
と

し
て
思
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
と

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
笑
顔
は
私
た
ち
の

『
宝
』
で
す
。

学
校
生
活
支
援
員（
Ｂ
＆
Ｇ
監
視
員　

加
賀
谷
梨
恵
）

いいとこ み～つけた

９月のスポーツ行事・文化行事
月　　日 大　　会　　名  （ 競 技 名 ） 場　　　所

９月２日～３日 第21回500歳野球三種大会 スカルパ野球場
９月３日 中学校学校祭 町 内 中 学 校

９月９日～10日 第47回秋田県郡市対抗バスケット
ボール大会

琴丘総合体育館
山 本 体 育 館

９月16日～17日 山本郡秋季総体（バスケットボール） 琴丘総合体育館
９月16日～17日 山本郡秋季総体（ソフトテニス） スカルパテニスコート

９月17日 伝統芸能の祭典inみたね 山本ふるさと文化館
農村歌舞伎会館

９月21日～26日 小学校交通安全鼓笛パレード

９月22日～25日 高松宮賜杯全日本軟式野球大会（1部）
※能代市山本郡全域で行われます。 スカルパ野球場

９月23日～24日 北奥羽大学秋季バスケットボール大会 琴丘総合体育館
９月30日 第２回三種町学童軟式野球交流大会 スカルパ野球場

9
月
の
教
育
委
員
会
定
例
会

９
月
19
日　

14
時
〜　

 
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

8
月
の
教
育
委
員
会
の
主
な
活
動

5
日　

能
代
市
山
本
郡
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
研
修
会

７
日　

町
内
中
学
生
野
球
教
室

８
日　

事
務
点
検
評
価
委
員
会

14
日　

町
招
待
学
童
相
撲
大
会

15
日　

成
人
式

19
〜
20
日　

東
北
総
体
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

21
日　

学
校
給
食
運
営
委
員
会
・

　
　
　

校
長
会

23
日　

定
例
教
育
委
員
会

25
日　

見
守
り
隊
研
修
会

28
日　

学
校
生
活
支
援
員
研
修
会

29
日　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会

日　

程　

10
月
８
日（
日
）※
申
込
締
切
９
月
27
日（
水
）

９
時　
　
　
　

山
本
体
育
館 

発

10
時
30
分　
　

大
館
樹
海
ド
ー
ム　

着

〜
12
時　
　
　

旧
小
坂
鉄
道
廃
線
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

〜
13
時
30
分　

昼
食
・
入
浴（
雪
沢
温
泉
）後
バ
ス 

発

15
時
30
分　
　

山
本
体
育
館　

着

参
加
料　

１
，０
０
０
円　

※
バ
ス
タ
オ
ル
等
の
必
要
な
も
の
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

山
本
地
域
Ｓ
Ｃ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

大
館
市
旧
小
坂
鉄
道
廃
線
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

定　

員　

40
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
込
み
先　

　

山
本
体
育
館
８
３
―
２
６
９
３

◆
問
合
せ
先

　
琴
丘
総
合
体
育
館
８
７
―
２
２
２
２
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インフォメーションインフォメーション大
館
能
代
空
港
ス
カ
イ

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
開
催

●

と　

き　

９
月
10
日

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時
30
分

●

と
こ
ろ　

大
館
能
代
空
港

●

イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）

　

Ａ
Ｎ
Ａ
子
ど
も
制
服
試
着

コ
ー
ナ
ー
・
空
港
探
検
隊
・
折

り
紙
飛
行
機
飛
ば
し
競
争　

等

※
詳
細
は
「
美
の
国
あ
き
た

ネ
ッ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

大
館
能
代
空
港
「
空
の
日
」

実
行
委
員
会

（
☎
０
１
８
６
―
６
３
―
１
０
０
１
）

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を

問
わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由

に
参
加
で
き
る
教
室
で
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

歌
謡
教
室

　

９
月
23
日　

13
時
〜
16
時

※
９
月
の
休
館

　

４
、
11
、
19
、
25
日

問
い
合
わ
せ
先
…

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

（
☎
５
８
―
５
２
９
５
）

第
23
回
全
国
女
性
消
防
操
法・

秋
田
大
会
の
お
知
ら
せ

●

と　

き　

　

９
月
30
日　

９
時
〜

●

と
こ
ろ　

こ
ま
ち
ス
タ
ジ
ア

ム
駐
車
場
（
入
場
無
料
）

●

内　

容　

各
都
道
府
県
の
女

性
消
防
隊
代
表
１
消
防
隊
が
参

加
、
秋
田
県
か
ら
は
大
仙
市
女

性
消
防
隊
が
出
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
会
場
隣
接
地
で

は
「
地
域
を
守
る　

秋
田
・
消

防
防
災
展
」
と
「
消
防
団
交
流

秋
田
・
物
産
展
」
を
同
時
開
催

し
ま
す
。

●

ア
ク
セ
ス

①
シ
ャ
ト
ル
バ
ス　

秋
田
駅
西

ロ
フ
ォ
ン
テ
前
か
ら
運
行
（
10

〜
30
分
間
隔
）

②
定
期
バ
ス　

秋
田
駅
西
口
３

番
線
か
ら
県
立
プ
ー
ル
線

③
自
家
用
車　

県
立
ス
ケ
ー
ト

場
の
駐
車
場
を
利
用
で
き
ま
す

が
、
台
数
の
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
等
の
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
消
防
協
会

（
☎
０
１
８
―
８
６
７
―
７
３
２
０
）

「
法
の
日
」
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ

　
「
法
の
日
（
10
月
１
日
）
を

記
念
し
て
、
無
料
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

●

と　

き　

９
月
30
日　

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

当
日
先
着
順
（
予
約
不
要
）

●

と
こ
ろ　

能
代
商
工
会
館

●

相
談
内
容

◆
法
の
日
無
料
法
律
相
談
会

　

司
法
書
士
が
相
続
や
会
社
設

立
な
ど
の
登
記
手
続
、
裁
判
所

に
提
出
す
る
書
類
な
ど
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

司
法
書
士
会
能
代
支
部　

司
法
書
士　

伊
藤
博
之
事
務
所

（
☎
８
８
―
８
８
６
２
）

◆
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
登

記
無
料
相
談
会

　

建
物
登
記
、
土
地
分
筆
登

記
、
面
積
測
量
、
官
地
払
い
下

げ
手
続
き
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

能
代
支
部　

土
地
家
屋
調
査
士

腰
山
稔
事
務
所

（
☎
５
４
―
８
８
１
５
）

全
国
一
斉
！

　

法
務
局
休
日
相
談
所

●

と　

き　

10
月
１
日

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●

と
こ
ろ

①
秋
田
地
方
法
務
局

②
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

●
主
な
相
談
内
容

▼
土
地
・
建
物
の
相
続
の
登
記

▼
隣
地
と
の
境
界
▼
人
権
問
題

▼
成
年
後
見
制
度
や
国
籍
取
得

▼
地
代
・
家
賃
の
供
託
▼
遺
言

●

相
談
担
当
者　

　

公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

お
よ
び
法
務
局
職
員

　

相
談
は
無
料(

予
約
優
先)

。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
秋
田
会
場
で
「
未
来

に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」
の
講
演

会
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

事
前
の
問
い
合
わ
せ
先
…

①
秋
田
会
場　

秋
田
地
方
法
務

局
総
務
課

（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
６
５
３
１
）

②
大
館
会
場　

秋
田
地
方
法
務

局
大
館
支
局

（
☎
０
１
８
６
―
４
２
―
６
５
１
４
）

※
相
談
日
当
日
に
電
話
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

願
い
ま
す
。

秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
「
法
の
日
」
週
間
行
事

　
　

 「
無
料
法
律
相
談
」

　

金
銭
、
土
地
建
物
、
交
通
事

故
、
相
続
な
ど
の
法
律
問
題
に

つ
い
て
秋
田
弁
護
士
会
所
属
の

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●

と　

き　

10
月
13
日　

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時
30
分

●

と
こ
ろ　

ア
ト
リ
オ
ン

●

募
集
人
員　

24
人

　
　
　
（
予
約
制
・
参
加
無
料
）

●

申
込
受
付

　

９
月
28
日
〜
10
月
11
日

◆
三
庁
（
裁
判
所
・
検
察
庁
・

法
務
局
）
見
学
ツ
ア
ー

●

と　

き　

10
月
19
日　

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

●

と
こ
ろ　

秋
田
地
方
・
家
庭

裁
判
所
、
秋
田
地
方
検
察
庁
、

秋
田
地
方
法
務
局

●

募
集
人
員　

40
人

　
　
　
（
予
約
制
・
参
加
無
料
）

●

申
込
受
付

　

10
月
４
日
〜
10
月
17
日

【
申
し
込
み
方
法
】

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
①
申

込
行
事
、
②
氏
名
、
③
人
数
、

④
連
絡
先
）
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所
総
務

課 

庶
務
係

（
☎
０
１
８
―
８
２
４
―
３
１
２
１
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
―
８
２
３
―
８
８
４
９
）

法
務
局
市
民
講
座
の

ご
案
内

●

テ
ー
マ　

　
「
遺
言
と
相
続
に
つ
い
て
」

　

能
代
公
証
役
場　

　
　
　
　

公
証
人　

高
橋
仁
氏

●

と　

き　

９
月
13
日　
　

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●

と
こ
ろ　

　

能
代
法
務
局　

合
同
庁
舎　

●

募
集
人
数

15
名
程
度

　

参
加
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
地
方
法
務
局　

能
代
支
局

（
☎
５
４
―
４
１
１
１
）

法
務
省
の
名
称
を
使
用
し

た
架
空
請
求
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

最
近
、「
法
務
省
管
轄
支
局

民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」
等

を
名
乗
る
団
体
か
ら
、
訴
訟
や

差
し
押
さ
え
な
ど
の
不
安
を
あ

お
る
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
法
務
省
と
は
関
係
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
心
当
た
り

の
な
い
請
求
に
対
し
て
は
連
絡

を
せ
ず
、
不
安
な
場
合
に
は
最

寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や

警
察
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

広告
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問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
１
４
４
３
）

10
月
１
日
か
ら
７
日
は

「
公
証
週
間
で
す
」

　

遺
言
書
の
作
成
や
高
齢
者
の

後
見
に
関
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

は
離
婚
に
関
す
る
取
り
決
め
や

重
要
な
取
引
に
関
す
る
契
約
な

ど
で
少
し
で
も
お
悩
み
の
方
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
全
国
に
約

３
０
０
か
所
あ
る
公
証
役
場
を

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

無
料
電
話
相
談
の
お
知
ら
せ

　

秋
田
公
証
人
会
で
は
公
証
週

間
に
ち
な
ん
で
、
相
続
・
遺
言
・

任
意
後
見
・
離
婚
給
付
な
ど
に

つ
い
て
、
電
話
で
の
無
料
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
に
は
法
律
の
専
門
家
の

公
証
人
が
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

能
代
公
証
役
場

●

と　

き　

10
月
８
日

　
　
　
　
　

９
時
〜
16
時

（
☎
５
２
―
７
７
２
８
）

中
小
企
業
の
退
職
金

国
の
制
度
が
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

な
ら
…

○
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成

し
ま
す
。

○
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
。
手

数
料
も
不
要
で
す
。

○
社
外
積
み
立
て
型
な
の
で
管

理
が
簡
単
で
す
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
も
加

入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
０
３
―
６
９
０
７
―
１
２
３
４
）

公
共
職
業
訓
練
11
月
期
生

を
募
集
し
ま
す

●

訓
練
期
間
（
６
か
月
）

　

11
月
１
日
〜
４
月
26
日

●

訓
練
会
場

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田（
潟
上
市
）

●
訓
練
科
（
定
員
）

　

金
属
加
工
技
術
科
（
15
名
）

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科（
15
名
）

●

募
集
期
間

　

９
月
25
日
ま
で

●

受
講
料　

無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

★
毎
週
金
曜
日
に
施
設
見
学
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
雇
用
保

険
受
給
中
の
方
は
就
職
活
動
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
） 

訓
練
課　

受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

災
害
減
免
制
度
に
つ
い
て

ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

は
総
合
県
税
事
務
所
ま
で

不
動
産
取
得
税
の
減
免
制
度

課
税
部　

課
税
第
三
課　

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
３
３
３
７
）

〜
不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
の

減
免
制
度
〜

【
減
免
の
対
象
と
な
る
場
合
】

①
災
害
に
よ
り
滅
失
ま
た
は
損

壊
し
た
不
動
産
に
代
わ
る
不
動

産
を
３
年
以
内
に
取
得
し
た
と

き

②
取
得
し
た
不
動
産
が
取
得
し

て
か
ら
１
年
以
内
に
災
害
に
よ

り
滅
失
ま
た
は
損
壊
し
た
と
き

【
減
免
さ
れ
る
税
額
】

①
の
場
合　

　

滅
失
ま
た
は
損
壊
し
た
不
動

産
の
固
定
資
産
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
税
率
を
乗
じ
た
額

を
限
度
と
し
て
減
額

②
の
場
合
（
被
災
家
屋
の
状
態

と
減
免
額
）

・
滅
失
ま
た
は
損
壊
し
た
こ
と

に
よ
り
家
屋
の
全
部
を
取
り

壊
し
た
と
き

　

▼
全
額
減
免

・
損
壊
し
た
家
屋
を
取
り
壊
さ

な
か
っ
た
場
合

▼
損
壊
の
程
度
に
応
じ
て

一
定
額
を
減
免

【
減
免
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
】

①
の
場
合　

　

不
動
産
取
得
税
の
納
期
限
ま

で
に
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添

付
し
て
総
合
県
税
事
務
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
町
村
長
が
発
行
す
る
被
災

証
明
書

・
滅
失
ま
た
は
損
壊
し
た
不
動

産
の
資
産
証
明
書

②
の
場
合

　

災
害
の
止
ん
だ
日
か
ら
２
月

以
内
に
申
請
書
に
次
の
書
類
を

添
付
し
て
総
合
県
税
事
務
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
町
村
長
が
発
行
す
る
被
災

証
明
書

※
自
動
車
取
得
税
の
減
免
制
度

に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
ま
で

課
税
部　

課
税
第
四
課

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
３
３
３
９
）

［動脈硬化検査］
［心電図・血圧/24時間測定］他、

ドラゴンクリニック
院長　菊　地　次　郎

医療法人　秋田愛心会

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

内科　循環器内科　整形外科（スポーツ整形）

各種検査実施

日頃の
感謝を込め

て

◆20周年記念式
◆小野花子ご一行様の民謡ショー
◆あきた舞妓とのふれあい 舞踊  他

昼食は、前日までご来院
のうえ予約が必要です。

ドラゴンクリニック
通所リハビリ室

平成29年9月18日㈷
10：00～14：40

ククククククククク

広告

秋田基本射撃場周辺道路
改修等事業のお知らせ

　平成26年度から平成31年度までの６か年計画で防衛省の補助事業を活
用して、周辺道路の舗装補修整備を行っています。
　平成27年度には中野地区の補修を実施し、今年度は森岳上台地区まで
の舗装整備を実施しますので、ご協力をお願いします。

広報 みたね
mitane town
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町の人口と世帯数
●人　口 17,151人 （-12）
　 【男】 7,951人   （- 3）
　 【女】 9,200人   （- 9）
●世帯数 6,983戸   （+ 8）
※平成29年７月末現在、（  ）内前月比

　暑い日々が続いていましたが、ようや
く朝夕が涼しく感じられる今日このごろ
です。夏はお祭りの時期、三種町でも多
くの夏祭りが開催されました。
　なかでも印象深いのは、鹿渡の松庵寺
で行われた郷土祭りです。「極楽はこん

な近くにあった」をテーマにお寺の境内
でバンド演奏や踊り、多くの出店、そし
て三種町誕生10周年記念ソング「この
まちで」を歌った青谷明日香さんの歌声
に癒されました。
　暑い夏は終わり、次の楽しみは実りの
秋、黄金色の田んぼはもう少し…。新米
が今から楽しみです。　　  　　　   （た）

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 金 浜口保育園開放日　「一緒にあそぼう！」
2 土 わくわくひろば「夕涼み会にいらっしゃい！」（琴丘総合体育館駐車場　17：00～19：30）
3 日
4 月
5 火 婦人科・骨粗鬆症検診（保健センター）

健康相談・コーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）
6 水 特設人権相談所開設（八竜ふれあいセンター　10：00～15：00）

婦人科・骨粗鬆症検診（保健センター）

7 木
ドラえもんひろば「園庭で遊びましょう」（森岳保育園　９：30～11：30）
婦人科・骨粗鬆症検診（保健センター）
メロンキッズひろば「おみこしわっしょい！」（浜口保育園　９：30～11：30）

8 金
７か月児相談（保健センター）
健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　９：30～11：30）　
鵜川保育園開放日「みんななかよし！」

9 土 秋田なまはげの会出張相談会（保健センター　13：00～16：00）
救急の日

10 日 日曜健診（八竜改善センター）
11 月
12 火 わく・ドラ・メロンひろば「押し花カードを作りましょう！」（サンバリオ２階体験学習室　10：00～11：30）
13 水 仙台チェンバーアンサンブル　スクールコンサート（山本中学校体育館　13：30～）
14 木 １歳６か月児健診（保健センター）
15 金 八竜保育園・八竜幼稚園開放日「ミニミニ運動会」
16 土
17 日
18 月 敬老の日
19 火 がん患者のつどい（保健センター　13：30～）

琴丘地域行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）

20 水
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）
山本地域行政相談所開設（山本公民館　10：00～12：00）
八竜地域行政相談所開設（浜口地区館　10：00～12：00）

21 木 秋の全国交通安全運動（９月21日～30日）
22 金 交通安全鼓笛隊パレード（森岳小学校・金岡小学校　10：00～）

三地区なかよし交流会「自然散策を楽しもう！」（大潟村生態系公園　９：30～11：30）
23 土 秋分の日
24 日 山本中学校吹奏楽部　定期演奏会（山本ふるさと文化館　14：00～）

25 月
健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）
こころの相談会（保健センター　13：00～16：00）
交通安全鼓笛隊パレード（琴丘小学校・浜口小学校　14：00～）

26 火 乳児健診（保健センター）
交通安全鼓笛隊パレード（下岩川小学校　10：00～）

27 水 メロンキッズひろば「お散歩しよう！」（八竜改善センター　９：30～11：30）

28 木
ドラえもんひろば「手作りおもちゃで遊びましょう」（森岳保育園　９：30～11：30）
健康相談・コーヒーサロン「ちょこっと音楽会は２時30分～」（八竜改善センター　13：30～15：30）
交通安全鼓笛隊パレード（湖北小学校　14：00～）

29 金 時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）
30 土 交通死亡事故ゼロを目指す日

わくわくひろば「みんなでヨーイドン！」（琴丘小学校グランド　９：00～11：30）

ねんりんピック秋田2017
マレットゴルフ交流大会（マレットゴルフひろば）

９月10日～11日
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